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電気自動車一体型エリアワンセグ放送の実験を実施 
 

電気通信大学（東京都調布市）「キャンパスまちセグプロジェクト」ではこの度、エリア

ワンセグ放送と電気自動車とを掛け合わせることで、電気自動車を移動手段及び電源に利

用して、災害時に緊急用として転用できるイベント情報配信システムを構築し、11月 23

日～25日で開催される同大学学園祭「調布祭」期間中に放送実験を実施します。 

 

同プロジェクトでは、この放送を EVAOS（Electronic Vehicle Area Oneseg System）と

名付け、今回の実験を通し、今回日本初となる、EVAOS（電気自動車一体式エリアワンセ

グ放送）の実現、エリアワンセグの普及を目指しています。 

 

○イベント・災害一体型移動式エリアワンセグ放送車  

 
 

 

 

○キャンパスまちセグプロジェクト 

「キャンパスまちセグプロジェクト」は、同大学情報理工学部において展開している

キャリア教育科目「エンジニアリングデザイン」PBLにおいて、“エリアワンセグで地域

を活性化させよう”として立ち上がったプロジェクトです。 

 

○エリアワンセグ 

エリアワンセグとは、受信エリアを通常のワンセグ放送とは別に特定の地域に限定し

て配信するもので、それを活用する事で、地域の活性化などを目的とし、地域の活性化

等への利用が期待されています。同大学では、平成 23年 9月に学術実験として総務大臣

から免許を交付され、番組を制作、放送しています。 

 

【お問い合わせ先】 

電気通信大学情報理工学部共通教育部キャリア教育部会 

キャンパスまちセグプロジェクト 

プロジェクトリーダー 喜多優太郎（電気通信大学情報理工学部 3年） 

Tel：080-1728-2266／Mail：uec_oneseg@ce.uec.ac.jp 

 


